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㉘ 
地域協働専攻 

地域環境科学グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

函館市中学校数学教育研究会と 

交流するプロジェクト 

【メンバー】 [学   生 ] 佐藤 嶺/松岡 蒼志/日景 優希/佐藤 聖将 

                        遠藤 夏美/小野寺 諒真  

[担当教員] 池田 正 

 

【背景】 

膨大な量のデータが存在するこの社会において、それらのデータを分析して結果を求めたり、改善案を考え

出すことができる人材が不足している。そのため、考察や説明などの活動を含むデータ分析を早期から行うこ

とによって、児童生徒の数学的思考を育てていくことのできる授業を実現することが課題である。 

 

【目的】 

実際に函館市中学校数学教育研究会(以下、中数研と呼ぶ)の活動や中数研幹事による講演会へ参加し、

そこで得た様々な視点を活用しながら模擬授業を構築することで、受講生の資質・能力向上を目指すことを目

的とする。 

 

【概要】 

主に「中数研の授業研究、研修会への参加」と「模擬授業の構築」の二つの活動を行なった。 

中数研の活動はほとんどが新型コロナウイルス感染拡大の影響によりZoomで行うこととなった。 

 

【プロセスと成果】 

前期では教育実習に向けての基礎力の向上を目的とし、現職教員の授業観察をビデオで行なった。ここで

は地域プロジェクト構成メンバーを2班に分けて、班内で「板書や流れ」「教師の働きかけ」「生徒の反応」の3つ

の役割ごとに班員を割り振り、付箋及び模造紙にまとめて授業の再構築を行なった。この授業観察を個人ごと

に本事案を復元した後、授業者が実際に作成した本事案と比較検討しながら気づきや改善点などフィードバッ

クを行なった。後半の附属函館中学校での授業観察は感染症予防を徹底した上で実際に対面で行うことがで

きた。 

後期では中数研関係として、戸井学園の藤原涼太郎先生による「新学習指導要領に沿った3観点の評価基

準に沿った評価方法、評定の付け方」の遠隔報告会への参加、五稜郭中学校の長田洋幸先生による講義

「函館市中学校数学教育研究会の概要と中学数学の教材観」の受講、五稜郭中学校で開催された冬季研修

会では巴中学校の小野寺先生による「研究授業を終えての成果発表と、授業でのICT活用法の伝授」へ参加

することができた。 

今回の活動を通して、実際の学校現場でのICTの導入状況、現場の先生方の活用状況、効果的な活用方

法を知ることができた。また、新学習指導要領に沿った新しい評価基準「知識・技能」「思考力・判断力・表現

力」「主体的に学習に取り組む態度」の3観点に沿った評価方法の実施状況に触れることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【学内模擬授業の様子】 【中数研の講義の様子】 
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【総括と反省・今後の課題】 

前期は、授業観察と学内模擬授業が活動の大部分を占めた。授業観察に関しては教育実習に向けた実践

的な視点での観察を行えたと感じている。新型コロナウイルス感染症拡大の影響で授業観察の前半部分はビ

デオでの観察という非対面の形態となったが、後半の附属函館中学校での授業観察では、実際に生徒の反

応や教室内の雰囲気などを直に感じ取ることができた。学内模擬授業では、前期で行なった授業観察活動も

踏まえながら授業作成に励むことができた。指導計画から評価の観点までの細かい部分までも考えながら、

最終的には生徒ではなく教師という立場からの視点で授業を進行する体験を味わうことができた。また、今ま

で授業作成の機会がなかったため難航する部分も多かったが、4年生に作成した授業を見てもらい、個人ごと

に後期に向けて改善点を得ることができた。 

 

後期は、様々な研修会や講演会に参加する機会をいただけたため、貴重な意見や視点を学ぶことができ

た。後期でも新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、前半の活動Zoomでの参加となってしまったが、後半

は市内の中学校へ赴いたり、現職の先生を大学にお招きしたりすることができた。どの活動でも一番話題とな

ったことは「ICTの活用法」であった。そのため、研修会でお話ししていただいた内容の中でのICTの基礎的な

利用方法や、様々なアプリの活用方法などは、実際に自分が教職に就いた際に大いに役立つことばかりでと

ても勉強になった。また、この活動で現職の方々の具体的な現場での悩みなどを知ることができたため、より

実践的な学内模擬授業作成への手助けとなった。 

 

今回は中数研の活動へ参加し、授業がどのような過程を経て作成されていくのかを、現職の方々との話し

合いの中などから学ぶことができ、数学教育に対する理解をより一層深めることができた。 

また、2月以降に実施予定の模擬授業では、これらの点を活かしながらより深い学びを実現できるような授

業作成をしていきたいと考えている。 

更に、これから控えている教員採用試験や将来教壇に立った際に、各自がこの1年間の活動をどう活かせ

るのかを考えていきたい。 

【地域からの評価】 

 （実際に学内模擬授業を行なった際にいただいた

言葉） 

 

「1つの授業で評価する観点は1つに絞った方がい

い」 

「順を追って1つずつ考えていこう！という姿勢がとて

も好感を持てた」 

「スライドの枚数や情報量が多すぎるため、できるだ

けスライド一枚に端的に情報をまとめた方がいい」 

「導入の問題を解決したいという動機づけが自然でと

ても良かった」 

 

 

【その他】 

年間スケジュール 

 
前

期 

5月 ・第1回打ち合わせ 

・赤川中学校授業観察 

・港中学校授業観察 

・附属中学校櫻川先生授業観察 

・附属中学校有金先生授業観察 

（全てビデオでの観察を実施） 

6月 第2回打ち合わせ 

7月 ・附属中での授業観察に関する打ち合

わせ 
・附属中学校有金先生、櫻川先生授業

観察 

（対面での観察を実施） 
第1回学内模擬授業 

     （遠藤、佐藤（聖）、日景） 

第2回学内模擬授業 

     （佐藤（嶺）、松岡、小野寺） 
8月 中数研夏季研修会 

後

期 

10月 ・第3回打ち合わせ 

・中数研指導案検討会 

・中数研講演会 

11月 第3回学内模擬授業（佐藤（聖）） 

1月 中数研冬季研修会 

未定 第4回学内模擬授業（日景） 

（新型コロナウイルス感染症拡大の影

響） 

 


